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第 1回セラリカ世界蜜蝋コンテス ト

-21世紀に向けた世界養蜂業の新たな発展へ-

野田 泰三

1999年 4月 14日,私たち株式会社セラリ

カNODAの主催による養蜂史上初の第 1回セ

ラリカ世界蜜蝋コンテス ト授賞式が,中国北京

友誼賓館にて行われた.国際養蜂協会 (API-

MONDIA)Nicola∫.Bradbear理事 (写真参

加),中国蜂産品協会喬廷昆副会長,中国農業科

学院蜜蜂研究所張復興所長などの関係者の祝福

の中, 1位に中Egの北京蜂産品公司,2位オラ

ンダ,3位マルタ,特別賞にシエラレオネが,

それぞれ入賞した.

現代産業への利用に必要な機能性蜜蝋の開発

と世界養蜂業の発展を目的とした,この世界初

の蜜塊コンテストには,第 34回国際養蜂大会

にて開催宣言をして以来,世界中の養蜂関係者

から熱い期待を寄せられた.世界的な農業の衰

退の中に行われた同コンテストは,世界養蜂業

の発展及び-イテク産業への蜜娘の利用開発に

とって大きなプラスになることを期待したい.

私たちは蜜臓など動植物の産生する生物ろう

を扱う企業としては,世界においてもトップク

ラスの長い歴史と実績を誇っている.1832年

創立以来 167年間一貫 して (天然)の素材に取

り組み続け,そのためのオリジナル技術で-イ

テク産業をはじめ,生物ろうの幅広い産業開発

利用を創り出している.社名のセラリカはスペ

イン語のcera(ロウ)とrica(豊富)を組み合

わせたもので,化学物質を合成 してつくられた

ワックス製品には決して見られない,植物ろう

や昆虫ろうだけのすぐれた特性を表す名称とし

て,今世界中に定着 しつつある.

私たちは,現代産業に応用できる蜜蝋の開

発 ･生産に必要な機能性蜜嶋原料を開発し,世

界養蜂業の発展を促進することを願って,蜜蛸

図1 世界蜜蝿コンテストの表彰式(中EEI･北京市

内で)

の豊かな機能性がより多くの人々に理解 して頂

けるようにと期待を込めて,第 34回世界養蜂

大会 (95年 8月),またその後雑誌 ｢Beekeep-

ing& Development｣(95.9,No.36)にて告知

し,養蜂史上初めてセラリカ世界蜜蝋コンテス

トを行うこととした.

これは私たちにとっても初めての経験で,予

想できなかった数多くの困難があったが,3年

あまりの時間をかけて今回のコンテスト授賞式

を開催することができた.

コンテストの実施結果については,下記の通

りである.

1.サンプル収集

95.10-97.4の間合計 14か国 16のサ ンプ

ルがコンテストに応募 (表 1参照).

2.サンプル評価

サンプルの評価については,下記の項目をテ

スト 評価項目については,蜜櫨の一般的な評

価項目を採用.

･一般分析 (酸価,けん化価,ヨウ素価,融点,

異物)

分析法 :基準油脂分析試験法に準拠.
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表 1 蜜蝋コンテス トサンプル一般分析一覧表

測 定 値 /J) 折
受柄 受付El 応盲芸者国 lL､ij.者名 lt-.妄l(者会姓名

No _n; 吻 厳佃i 敵 ･烹 ケン化価 ヨウ糸価 U.= LIミ

1 951006 El本 府 政'/h- -LJユ捌 範域 旦 )85 6L15 約 65.7 96 -

2 日02 ドイツ ＼一lleh.le)Mehlcr 日onlg】ml)orl Lmdl工xporLZtJChLbctrlLLb 皇 172 612 約 77.9 】25 -

3 1106 ウルクアイ U11mPCXS ^ 183 638 872 91 合格

4 1110 イクリ7 人ssoCl,lZLOllCI'roduLtorL̂plSlic) 191 656 864 8.9 合格

5 1113 巾国 表t;･ノ市 (立成)蜂業開発'it司 上皇1 6LIA 829 10.8 -

6 Ⅰ202 中国 暢寒氷 北京規正品公司 )81 656 868 tO5 合格

7 1207 ベルギー Dus<lrlGcrard ApICulLeurConler 19.5 6LI3 88_8 10.8 合格

8 1208 タンサンニ7 SWlrlcom LLd 178 629 930 85 合格

9 1213 ナイノェリ7 Yussur九 Is+sa FedcralMinlStryOrAgrlCulLure 185 6L10 881 6.8 合格

10 1218 オランダ M Mutsacrs 187 6L12 9()8 6A 合格

Jl 12.23 ロシア BA uTInEHTl･IC 17.9 657 863 9A 合格

12 960129 マルタ ArnoLdGrcch 17.9 65.2 9Ⅰ8 9.Ll 合格

13 01.29 スペイン juallCar]osS州agoGarcJ̀L 188 648 926 10.5 合格

14 0202 ドイ･･/ FrledgardSchapcr 181 626 937 12Ll 合格

15 0531 I/ェラレオネ SamucIEKIlardl咽 Xatiol】'll̂gcJlいrOrBcekcepcrsorSL. 200 624 95】 68 合格

16 970417 インドネシ7 TriRcnyaA)tana 57 610 1029 58 -

分析結党 合否は日本化粧品原料韮準とする 下線したTBEHま不合格項目.

*日本化粧品IjR料基蝉 : 酸価 (高酸) 17-22

けん化lltli 80-100

ヨウ某rl1Ii 80-100

軌卓(C)60-67

基準 :日本化粧品原料基準を使用.

結果 :16サンプルの内,12のサンプルが

合格 (表 1).

･精製実験 (吸着による脱色)

試験法:当社特許精製法に基づく (昭40-

16256)

基準:原料の吸着前と吸着後のガ-ドナーの

差および吸着後の蛮地の外相より判断.

結果:12サンプルの内,6のサンプ ルが合格

(表 2).

･脱臭効果評価

試験法:当社特許精製法に基づく (昭40-

16256)

基準:当社研究専門のパネラー10名による

官能評価を実施.

結果:6サンプルの内,4のサンプルが合格

(表 3).

･機能性試験

･加熱保持性テスト

試験法:基準油脂分析試験法をアレンジして

実施.

基準:褐変の程度により評価.

表 2 蜜蝋コンテスト評価試験 Ⅰニ吸着脱色効果評価

別 l 吸馴 J･ 吸.TF絶 UITJr

No カードナー 特.lJllUlt ガーr+- 1!,.TJ'J叩l "f-Ad.

3 12 濁りあり,コミfiL. 5-6 諸つりIiL

十二系災いあり

6 割リーYlか.3'ミ少し, l i掛)riL

ヤニ系;i.いあE)

6 6 T3訪りr･YJlJ..ゴミIjL. 2 2則りrJL へfh

l,ニ系災いあり

10-lJ FかJあり,ゴミ/iL. 7～8 濁 りrJL

軒端系災いあり

8 9-JO 判り(.YilJl.ゴミTj.し. ▲卜5 溺りTIL 州:i

ヤ二乗jl･いあり

9 12 漏りあり.ゴミ/jL. 2-3 前.)liL.赫･,lい ･

yC色系kいあり

10 12 即̀ )あり,ゴミ少し, 4 漏りrJL nHt

ヤニ系処嫌い

11 9荊りあり･''ミ少し･ 至⊥ 掛 )flL

十二第災いあIJ

[2 】0 7抑)あり.ゴミriL. 21 I即)/iL rTf'̂

ヤニ系災いあり

13 13 7呈uりあり,ゴミあり. 8 1抑)rJL

ヤ二系災いあり

11 117写M)あり.コミtjL 6 71'JL)rlし

け虫系LL-いあり

L5 10 濁りTyr.か jrミ少し. 3t InりIJL Nln

ヤ二束兄いあl)

1 使用サンプル 衷 1の一般分析で合格した 12サンプルを使用 し

た.

2 試験方法

当社特許稲申せ法 (昭LI0-16256)に娃づき実施した 簡略的に以下の

通りである.

(》r,紬 :.炭吸廿を行う.

②脱色剤で脱色を行う

③水銀気f'J旨留で脱臭を行う (蜜蝋コンテスト評価試験 日にて実施).

唆せ1枚,力̀-ドナー法 (もちiillr州旨'J)折法に蝉拠)にて詐術した

3.不合格品

I)吸背後のガードナーは51より.数値が大きいもの

2)吸告綾のガードナーは5十より,数値が小さいが.従来のものと

は色相が異なったもの,(No9)
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表 3 蜜蛸コンテスト評価試験Ⅱ.脱臭効果評価

No4 No6 No8 No.10 No12 No.15

評仙点

判定結果

評価Jllfi位

4-
紬

3

8
格

4

3
台

3
格

1

5
台

2-
鍋不

9
格

2

4
台

…8
鯛不

1.使用サンフル

表2の吸着脱色効果評仙試験で合格した6サンフルを使
用した.

2.試験方法

前ページ(表2.蜜蝋コンテスト評価試験l:吸着脱色効果

評価)を参将
官能評価においては当社研究tji･門のパネラー10名で行っ

た.細臭のものが良く,良いサンプルは6点,臭いのあるも
のが悪く,悪いサンプルは1点として,6サンプルに対して

Jlrti位をつけ,点数を振り分けた (6,5,4,3,2,1) 総合
点は合計60点として,点数が高い槌,IIIfi位が正二fJ-いことを示
す (30点以卜は不合格とする).

結果 :表 4を参照.

･AOM試験

分析法 :基準油脂分析試験法に準拠 した.

基準 :時間 と共 に上昇する過酸化物価の値で

評価.

結果 :表 4･図 2を参照.

3.コンテス トの審査と授賞

3-1) コンテス ト審査

･審 査 委 員 長 :Dr.N.∫.Bradbear(APIMO-

NDIA理事,村落開発常任委員会会長)

･審査委員 :渡辺英男 (APIMONDIA理事,

養蜂経済常任委員会会長)

金 振明 (中国農業科学院蜜蜂研究所元所長)

野田泰三 (株式会社 セラ リカ野田代表取締役社

長,馨楽麗康能達生物科技 (北京)有限公司董

事長)

3-2)授賞

表 4 蜜憶コンテスト評価試験Ⅲ:機能性評価

No.6 No.10 No.12 No.15

加熱保持試験

評価順位
1 2 3 4

AOM試験

評価順位
2 3 1 4

1.使用サンプル

哀3の脱臭効果評価試験で合格した4サンプル (受硯
No.6,10,12,15)を使用した

2.試験方法

1)加熱保持試験

基準iltl脂分析試験法を7レンジし,試験を行った.
2)AOM試験

Jl準油脂分析試験法に準拠して,試験を行った.

図2 AOM試験の結果No.12が最も変化が少ない

1等賞 :鍍金メダル+賞状 +賞金 ($2000)

2等賞 :鍍銀 メダル+賞状 +賞金 ($1000)

3等賞 :鍍銅 メダル+賞状 +賞金 ($500)

特別賞 :鍍銅 メダル+賞状+賞金 ($500)

参加賞 :鍍銅記念 メダル

4.審査結果

･総合評価値 -脱臭評価順位 +加熱保持性順

位+AOM順位

(総合評価の値が小 さい程,評価が良い)

･審査結果 1等賞 :サ ンプル NO.6(中国,北

京蜂産品公司)

2等賞 :サ ンプル NO.10(オランダ,M.MUT-

SAERS)

3等賞 :サ ンプル NO.12 (マルタ,ARNOLD

GRECH)

特別賞 二サ ンプル NO.15(シエラレオネ,NAI

TIONALAGENCYFORBEEKEEPERS)

現在世界養蜂業界 においては,各蜜蜂生産物

の品質評価基準を確立 しようとしている. この

ような時期に,蛮地の世界初のコンテス トを開

催 したことが,基準確立 の基礎 となることを期

待 している.今回の コンテス トで集めた 14か

EEl計 16の蜜旭粗 原蝋 の サ ンプル評 価 を通 じ

て,蜜蛸粗原蛸 におけるバ ラツキが大 きいこと

が明 らかになった.特 に酸価, ケン化価,また

は脱色や脱臭の難易度,加熱保持性 と過酸化物

価の経時変化においては,そのバ ラツ与は化粧

品,食品または工業用 と機能に適 した産業化利

用に深 く関わ っている. そこで, このバ ラツキ

の発見 ･確認 は本 コンテス トの大 きな成果 と言

えよう. また,今回のコンテス トを弾みに し,

今後の課題 として, これ らのバ ラツキが ミツバ
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チの品種または蜜源植物,あるいは気候や粗原

蝋の採集方法に依存するかどうかなどを原因究

明し,蛮地のより多くの分野への利用に役立て

たいと考えている.

今日まで中国蜜雌は市場でその供給能力に比

べ十分な利用ができていない.本コンテストで

は一般分析,精製試験,脱臭効果評価,機能性

試験などの評価試験において中国蜜蛸の優れた

性質とその無限な可能性は示された.高品質の

蜜蟻としての中国蜜嶋がこれからより多くの現

代産業へ利用されることが期待される.

また,今回のコンテス トではシエラレオネが

特別賞に輝いた.シエラレオネは戦争により大

きな打撃を受けた国で,他の国と比較 し,高品

質の蛮地を得にくい実状にある.しかし,それ

にもかかわらず,現地では養蜂を継続する多く

の養蜂家達がいる.さらにその蜜壇のサンプル

は評価試験において総合評価値で4位を獲得

した.これらのことから,シエラレオネが特別

賞にふさわしいと審査委員会が結論を出した.

私共はセラリカ (生物雌)資源の,情報記録

材料など現代産業への新規開発利用を通じて,

農林業の発展,地球環境の改善と現地の人々の

生活向上を寄与しようという ｢セラリカ構想｣

を持って,発展途上国を中心に多くのセラリカ

事業を進めている.中国やシエラレオネのよう

な発展途上国の蜂農達の養蜂業-の愛着は私た

ちの ｢セラリカ構想｣の実現にとってよい励み

である.本コンテストの中国の 1等賞入賞とシ

エラレオネの特別賞入賞が,発展途上国をはじ

めとする世界養蜂業の発展にとって大きなプラ

スになると期待している.

養蜂事業のさらなる活性化を目指すために,

21世紀に向けた新たな取 り組みとして,私た

ちが2001年に第 2回セラリカ世界蜜旭コンテ

ストを開催することを宣言する.養蜂業がより

活性化し,生命全体がより豊かに,自然がより

美しく輝く方向-と,｢人と森と生命の共生｣の

実現を目指して一歩一歩,歩んで行きたい.

(〒243-0303愛甲郡愛川町中津 7202

株式会社セラリカNoda)

TAIZO NoDA. The firstCera RICa beeswax

gJobalcontest:for the developmentofthe

world'sbeekeepingtowardthe21stcentury.

HoneybeeScience(1999)20(3):131-134. ccra

RicaNodaCo"Ltd.,7202,Nakatsu,Aikawa-cho,

Aik0-gFFn,Kanagawa,243-0303Japan.

Forthepurposestodeveloprawmate】~ialsof

beeswax(bees'CeraRica)thathastheessential

functionsforapplication tomodernindustry,

andalsotoappealtllel~lCh functionsofthe

beeswaxtobeekeepersandthosewhodealwith

bee products alld to promote the world's

beekeeplng,Oul~COmpanyhasaccomplisheda

CeraRicaBeeswaxGlobalContestasafirsttry

intheworld'shistoryofbeekeeping.

Thecontestisofimportantsignincance,espe-

ciallyatnowwhentherearevariousendovours

tocreatstandardsofqualityforbeeproducts

lntheworldofbeekeeping.The16samplesof

rawbeeswaxcollectedfrom 14coulltriesinthis

contestshowedthatthereexistalargevaria-

tion inbeeswax in acid value,saponlfication

value,decolorlng,deodorizing,colorstability

andAOM test.Asthesevariationsaredirectly

relatedwiththeirutillZationincosmetics,food

andotherindustry,theRndingofthevariation

couldbeanimportantacchievmentofthecon-

tesLWiththlSaCChievment,wewIShaStand-

ardofRaw MaterialBeeswaxforIndustrious

Utilizationandmoreandmoreindustria】utili-

zationofthebeeswaxcouldbecreatedinthe

future.afterafurtherstudytoclarlfytherela-

tlOnShipsbetweenthevarlatlOnandspecleSOf

thehoneybee,nectars,cllmate,Orthecollecting

methodsoftheraw beeswax

WestronglyhopethattogetherwlthChlna's

wlnningoftheRrstprize,SierraLeone'swin-

ningofspecialprizeinthecontestwilldoan

activeroleinthedevelopmentofbeekeepingin

theworld,especiallyinthedevelopmentcoun-

tries.


